
                              

                              

                              

神
戸
の
暗
渠 

 

Ｊ
Ｒ
元
町
駅
東
側
を
南
北
に
貫
い
て
い

る
道
路
を
「
鯉
川
筋
」
と
い
い
ま
す
が
、

地
面
の
下
に
は
そ
の
名
の
と
お
り
「
鯉
川
」

と
い
う
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と

鯉
川
は
、
中
央
区
の
堂
徳
山
か
ら
神
戸
港

に
流
れ
て
い
た
川
で
す
が
、
明
治
七
年
に

居
留
地
の
外
国
人
か
ら
、
汚
染
が
ひ
ど
い

の
で
川
を
覆
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が

あ
り
、
地
面
の
下
に
通
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
暗
渠
＝
地
下
河
川
は

市
内
に
い
く
つ
も
あ
り
、
『
こ
う
べ
の
川
』

（
神
戸
市
建
設
局
防
災
部
）
で
は
、
そ
れ

ら
の
川
筋
を
地
図
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
と
え
ば
、
中
央
図
書
館
の
東
側
に

流
れ
る
宇
治
川
は
、
山
手
幹
線
と
交
わ
る

あ
た
り
か
ら
地
下
に
潜
り
、
地
上
は
宇
治

川
市
場
商
店
街
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

一
方
、
か
つ
て
今
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

を
流
れ
て
い
た
生
田
川
は
、
明
治
四
年
に

現
在
の
場
所
に
付
け
替
え
ら
れ
、
昭
和
初

期
に
現
・
新
神
戸
駅
の
所
か
ら
下
流
は
暗

渠
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
十
三

年
の
阪
神
大
水
害
で
流
木
な
ど
が
暗
渠
入

口
部
分
を
ふ
さ
ぎ
、
被
害
が
拡
大
し
た
の

で
、
暗
渠
は
解
消
さ
れ
今
に
至
り
ま
す
。

神
戸
市
街
地
の
都
市
化
に
は
、
山
が
海
に

迫
る
地
形
に
起
因
す
る
河
川
整
備
の
歴
史

が
見
え
隠
れ
し
ま
す
。 

ＫＯＢＥの本棚 
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宇治川上流（北側）から山手幹線方向を望む 宇治川市場商店街（ＪＲ高架前から北を望む） 

参
考
文
献
：
『
歴
史
と
神
戸
』
一
四
巻
五
号
、
『
六
甲
三

十
年
史
』
ほ
か 

 

あ
ん
き
ょ 

ど
う
と
く
や
ま 



―― 新しく入った本 ―― 

近
代
神
戸
の
群
像 

居
留
地
の
街
か
ら 

神

戸
外
国
人
居
留
地
研
究
会
編
（
神
戸
新
聞

総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

創
立
二
五
周
年
を
迎
え
た
神
戸
外
国

人
居
留
地
研
究
会
に
よ
る
論
文
集
。
内

容
は
、
初
期
構
想
図
「
神
戸
外
国
人
居

留
地
図
」
の
再
検
討
、
六
甲
山
を
世
界

に
紹
介
し
た
Ｈ
・
Ｅ
・
ド
ー
ン
ト
、
外

国
人
商
人
と
日
本
人
商
人
の
取
引
に
お

け
る
諍
い
で
あ
る
「
フ
ル
ー
ド
事
件
」
、

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
を
神
戸
で
治

療
し
た
ド
イ
ツ
人
医
師
、
神
戸
に
お
け

る
ユ
ダ
ヤ
難
民
の
足
跡
等
、
多
岐
に
わ

た
る
。 

同
研
究
会
に
所
属
す
る
市
民
研
究
者

ら
に
よ
る
丹
念
で
綿
密
な
調
査
に
よ
り
、

近
代
神
戸
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
が
ま
た

明
ら
か
に
な
っ
た
。 

            

第
一
次
大
戦
と
青
野
原
ド
イ
ツ
軍
俘
虜 

収
容
所
の
日
々
と
音
楽
活
動 

岩
井
正
浩

（
公
人
の
友
社
） 

第
一
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
に
よ
り
、

中
国
の
青
島
で
俘
虜
と
な
っ
た
ド
イ
ツ

軍
の
兵
士
ら
は
、
日
本
各
地
の
収
容
所

に
分
散
収
容
さ
れ
た
。
本
書
は
姫
路
、

そ
し
て
姫
路
か
ら
青
野
原(

現
・
加
西

市)

に
移
転
し
た
収
容
所
に
つ
い
て
、
新

聞
記
事
や
写
真
資
料
を
ベ
ー
ス
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。
俘
虜
が
人
道
的
に
扱

わ
れ
て
い
た
時
代
、
音
楽
や
ス
ポ
ー
ツ

等
で
地
元
と
交
友
を
深
め
た
こ
と
、
彼

ら
の
持
つ
高
い
技
術
・
技
能
に
着
目
し

た
日
本
側
の
動
き
も
興
味
深
い
。 

 

震
災
後
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ 

「
阪
神
大
震

災
を
記
録
し
つ
づ
け
る
会
」
の
ア
ク
シ
ョ

ン
リ
サ
ー
チ 

高
森
順
子
（
明
石
書
店
） 

著
者
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
手

記
を
集
め
出
版
し
て
き
た
「
記
録
し
つ

づ
け
る
会
」
の
事
務
局
長
で
あ
り
、
研

究
対
象
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
り
共
に

活
動
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
ア
ク
シ
ョ

ン
リ
サ
ー
チ
の
研
究
者
で
あ
る
。
本
書

は
、
自
ら
担
っ
て
き
た
同
会
の
活
動
を

記
録
し
、
分
析
、
考
察
す
る
こ
と
で
ア

ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
の
あ
り
方
を
提
案

す
る
。
担
い
手
と
し
て
研
究
者
と
し
て

の
著
者
の
ひ
た
む
き
な
姿
勢
が
伝
わ
る
。 

中
井
久
夫 

精
神
科
医
が
遺
し
た
こ
と
ば
と

作
法 

増
補
新
版 

（
河
出
書
房
新
社
） 

令
和
四
年
八
月
に
亡
く
な
っ
た
精
神

科
医
の
中
井
久
夫
は
、
神
戸
大
学
名
誉

教
授
を
務
め
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

際
に
も
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
に
尽
力
す

る
な
ど
神
戸
で
多
く
の
活
躍
を
し
た
。

ま
た
、
文
筆
家
と
し
て
詩
の
翻
訳
や

エ
ッ
セ
イ
も
執
筆
し
て
い
る
。 

本
書
は
中
井
本
人
の
談
話
の
ほ
か
、

精
神
科
医
や
哲
学
者
、
編
集
者
な
ど
中

井
を
知
る
人
々
に
よ
る
追
悼
エ
ッ
セ
イ

や
思
い
出
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
患

者
に
寄
り
添
う
人
柄
の
魅
力
と
治
療
へ

の
信
念
が
浮
か
び
あ
が
る
。 

 

人
と
自
然
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
へ
、
よ
う

こ
そ 

兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物
館
編

（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

「
ひ
と
は
く
」
の
愛
称
を
持
つ
「
人

と
自
然
の
博
物
館
」
は
、
昨
年
開
館
三

〇
周
年
を
迎
え
た
。
本
書
は
そ
の
記
念

誌
で
、
兵
庫
県
の
植
物
の
分
布
、
恐
竜

化
石
、
ア
リ
の
研
究
な
ど
自
然
に
関
す

る
幅
広
い
テ
ー
マ
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

四
〇
年
近
く
苔
の
研
究
を
す
る
准
教

授
を
は
じ
め
計
三
七
名
の
個
性
豊
か
な

研
究
員
た
ち
が
、
独
自
の
語
り
口
調
で

自
身
の
経
験
や
研
究
・
調
査
の
醍
醐
味

を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
。 

荻
原
一
青
の
城
郭
画
と
兵
庫
の
名
城 

大

国
正
美
・
辻󠄀
川
敦
編
著
（
神
戸
新
聞
総
合

出
版
セ
ン
タ
ー
） 

荻
原
一
青
（
一
九
〇
八
～
一
九
七
五

年
）
は
、
尼
崎
出
身
の
城
郭
画
家
で
あ

る
。 第

一
部
は
、
兵
庫
県
内
の
城
と
一
青

が
描
い
た
城
郭
画
を
解
説
し
て
い
る
。

尼
崎
城
を
は
じ
め
、
姫
路
城
や
明
石
城

な
ど
を
取
り
上
げ
、
他
の
絵
図
や
城
の

現
状
な
ど
と
比
較
・
検
討
し
、
一
青
の

視
点
を
分
析
し
て
い
る
。 

第
二
部
は
、
一
青
の
生
涯
や
作
品
に

つ
い
て
の
解
説
や
考
察
で
あ
る
。
波
乱

の
生
涯
や
、
全
国
各
地
の
多
数
の
城
を

実
際
に
訪
れ
、
描
き
続
け
た
熱
意
と
そ

の
功
績
が
、
関
係
者
の
証
言
を
交
え
て

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

          

い
っ
せ
い 

あ
お
の
が
は
ら 

チ
ン
タ
オ 

ふ
り
ょ 

い
さ
か 



―― 新しく入った本 ―― 

牧
野
富
太
郎
の
植
物
学 

田
中
伸
幸(

Ｎ
Ｈ

Ｋ
出
版) 

牧
野
富
太
郎
の
植
物
研
究
は
、
日
本

全
国
で
標
本
採
集
を
繰
り
返
し
、
そ
れ

を
内
外
の
文
献
で
同
定
す
る
も
の
だ
っ

た
。
日
本
産
植
物
に
付
け
た
学
名
の
数

は
国
内
の
研
究
者
の
中
で
最
も
多
い
。

ま
た
、
植
物
図
の
レ
ベ
ル
向
上
に
も
貢

献
し
た
。
型
破
り
な
生
き
方
が
愛
さ
れ

た
富
太
郎
だ
が
、
研
究
者
と
し
て
の
彼

の
業
績
を
知
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

そ
れ
が
真
の
意
味
で
の
牧
野
富
太
郎
の

顕
彰
に
な
る
と
筆
者
は
述
べ
て
い
る
。 

 ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

兵
庫
県
立
兵
庫
津
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム 

兵
庫
県
立
兵
庫
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
編
集
・
発
行 

明
治
初
期
ま
で
の
神
戸
の
中
心
は
、

兵
庫
津
あ
た
り
だ
っ
た
。
平
清
盛
に
よ

る
日
宋
貿
易
、
近
世
の
北
前
船
な
ど
兵

庫
津
は
時
代
と
と
も
に
栄
え
、
近
代
に

な
る
と
、
明
治
政
府
に
よ
り
兵
庫
県
庁

が
置
か
れ
た
。 

本
書
は
令
和
四
年
十
一
月
に
開
館
し

た
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

で
、
兵
庫
津
の
な
り
た
ち
や
歴
史
を
時

代
ご
と
に
学
べ
る
。
ま
た
、
復
元
さ
れ

た
初
代
兵
庫
県
庁
に
つ
い
て
も
詳
し
い
。

本
書
を
手
に
、
界
隈
に
残
る
当
時
の
名

残
を
訪
ね
て
み
た
く
な
る
。 

よ
み
が
え
る
川
崎
美
術
館 

川
崎
正
蔵
が
守

り
伝
え
た
美
へ
の
招
待 

(

神
戸
市
立
博
物

館
、
神
戸
新
聞
社
、
毎
日
新
聞
社
ほ
か) 

神
戸
川
崎
財
閥
の
創
業
者
で
あ
る
川

崎
正
蔵
は
実
業
家
で
あ
る
と
と
も
に
美

術
愛
好
家
で
あ
っ
た
。
収
集
し
た
美
術

品
は
秘
蔵
せ
ず
、
布
引
の
山
麓
に
あ
っ

た
自
邸
に
瓦
葺
二
階
建
、
床
の
間
や
違

い
棚
な
ど
を
備
え
た
書
院
造
の
美
術
館

を
建
設
し
た
。
こ
の
日
本
初
と
な
る
私

立
美
術
館
で
収
蔵
品
の
展
示
会
を
開
催

し
て
い
た
が
、
正
蔵
の
没
後
、
金
融
恐

慌
の
あ
お
り
を
受
け
、
美
術
品
の
数
々

は
国
内
外
に
散
逸
し
た
。
本
書
は
、
正

蔵
が
収
集
し
た
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
、

あ
り
し
日
の
美
術
館
の
姿
を
紹
介
す
る

特
別
展
の
図
録
で
あ
る
。
多
数
の
カ

ラ
ー
図
版
と
詳
細
な
解
説
を
収
録
す
る
。 

 

＝
そ
の
他
の
新
刊
＝ 

兵
庫
の
教
科
書 

（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ

ン
グ
） 

神
戸
紅
茶
株
式
会
社
１
０
０
年
の
歩
み 

下
司
善
久
（
［
神
戸
紅
茶
株
式
会
社
］
） 

     

                   

          

 

               

神戸  その27  
あんな人こんな人 

一節について吉川は「神戸に生まれたお蔭で早くから海外の異文化に興味をもち得たという僕自身

の経験をよみ込みました」と述べています。また、雑誌に寄稿した「故宅」と題する文章の中で、

生まれ育った花隈の風景を「外国船の出入が一望のうちにあり、丘陵の下の町町の騒音が、川崎造

船所の鋲うちの音をリズムとして、たちのぼった」と振り返っています。 

吉川逝去ののち、ご遺族の意向で蔵書の一部が神戸市立中央図書館に寄贈されました。約60年に

わたる研究生活の中で渉猟された漢籍を中心とする約24,000冊の貴重な資料は「吉川文庫」として

受け継がれています。 

※中国、元代に盛行した演劇のこと。 

【参考】『吉川幸次郎』桑原武夫ほか編（筑摩書房,1982）、『吉川幸次郎全集決定版』27巻 吉川幸次郎（筑摩書

房,1987）、「故宅」『文藝春秋』第48巻第1号（文藝春秋社,1970）、『書燈』207号（神戸市立図書館,1983） 

 

吉川 幸次郎 よしかわ・こうじろう  

明治37年（1904） ～ 昭和55年（1980) 

 
中国文学者として知られる吉川幸次郎は、花隈町（現神戸市中央区）で貿易

商を営む家に生まれました。第一神戸中学校（現神戸高校）、第三高等学校を

経て京都帝国大学（現京都大学）を卒業し、昭和22年（1947）に京都大学教授

に就任しました。元曲※や杜甫の漢詩をはじめとする中国文学の研究に取り組

んで多くの著作を残し、昭和44年（1969）には文化功労者に選出されました。   

第一線の研究者となってからも故郷神戸との縁は深く、母校である神戸高校

の校歌の作詞を手掛けました。歌詞にある「海彼の夢をいざないて」という 

ひ
ょ
う
ご
の
つ 

吉川文庫所蔵資料 かいひ 

びょう 

しょうりょう 



 

ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ
104 

 

 

 

明
治
二
十
一
年(
一
八
八
八)

に
、
山
陽

鉄
道
（
現
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）
の
兵
庫
―
明
石

間
が
開
通
し
、
須
磨
駅
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
の
旅
行
案
内
書
『
山
陽
鐡
道
旅

客
案
内
』
で
は
、
須
磨
は
次
の
よ
う
に
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。「
此
地
水
清
く
空
気
爽

や
か
に
し
て
風
土
す
こ
ぶ
る
脚
気
病
者
に

適
し
夏
時
に
は
兵
庫
神
戸
あ
る
い
は
大
坂

京
都
辺
よ
り
転
地
療
養
に
出
掛
く
る
患
者

少
な
か
ら
ず
。
一
ノ
谷
の
海
辺
お
よ
び
摂

津
播
磨
の
境
界
な
る
境
川
の
両
所
に
海
水

温
泉
場
あ
り
」。
須
磨
に
は
海
水
温
泉
場
と

い
う
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

     

こ
こ
に
当
館
所
蔵
の
『
口
上 

潮 

御
湯

治
所
』
と
い
う
江
戸
後
期
の
引
札
が
あ
り

ま
す
。
西
須
磨
湯
元
が
湯
治
所
の
宣
伝
の

た
め
に
作
成
し
た
木
版
一
枚
刷
り
の
広
告

で
「
潮
湯
は
在
原
行
平
が
病
気
平
癒
と
伝

わ
り
各
種
病
に
効
能
あ
り
。
須
磨
は
名
所

旧
跡
の
地
。
皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
て
ご
入

湯
を
」
と
い
う
趣
旨
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

        

潮
湯
治
は
日
本
各
地
で
古
く
か
ら
行
わ

れ
て
い
た
も
の
で
、
海
水
を
く
み
あ
げ
て

沸
か
し
た
湯
に
つ
か
る
こ
と
、
直
接
海
水

に
つ
か
っ
て
浴
す
る
こ
と
、
海
岸
で
憩
う

こ
と
を
指
し
ま
し
た
。
明
治
時
代
の
医
学

資
料
『
日
本
轉
地
療
養
誌
』
は
、
日
本
に

お
け
る
海
水
浴
の
起
源
は
古
来
の
潮
湯
治

に
あ
り
、
明
治
十
年
代
頃
か
ら
西
洋
医
学

の
影
響
を
受
け
て
潮
湯
治
が
海
水
浴
と
し

て
医
療
の
目
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
し
、
須
磨
を
含
め
全
国
の
療
養

地
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

明
治
二
十
二
年(

一
八
八
九)
、
須
磨
の

三
ノ
谷
に
、
鶴
崎
平
三
郎
医
師
に
よ
る
結

核
療
養
専
門
病
院
「
須
磨
浦
療
病
院
」
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
創
設
期
の
資
料
に
は

「
須
磨
の
海
気
は
身
体
組
織
成
分
の
新
陳

代
謝
を
旺
盛
に
し
食
機
を
亢
進
せ
し
め
営

養
を
佳
良
に
し
体
質
を
改
良
し
体
量
を
増

加
し
皮
膚
及
び
神
経
系
を
強
固
な
ら
し
む

る
の
効
力
を
有
す
」
と
書
か
れ
、
海
水
浴

は
療
養
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。 

ま
た
、
病
院
よ
り
海
岸
に
近
い
と
こ
ろ

に
は
「
須
磨
保
養
院
」
が
あ
り
ま
し
た
。

明
治
二
十
八
年(

一
八
九
五)

、
俳
人
の
正

岡
子
規
が
こ
の
保
養
院
に
滞
在
し
ま
し
た
。

五
月
、
日
清
戦
争
か
ら
帰
国
の
船
上
で
喀

血
し
た
子
規
は
、
和
田
岬
で
下
船
後
、
神

戸
病
院
に
運
び
こ
ま
れ
ま
し
た
。
一
時
は

重
篤
な
状
態
で
し
た
が
回
復
し
、
保
養
院

へ
移
り
ま
し
た
。
子
規
の
未
完
小
説
「
月

見
草
」
に
よ
れ
ば
、
松
林
の
中
に
風
呂
場

や
球
突
場
、
小
憩
場
を
備
え
た
建
物
が
あ

り
、
一
棟
あ
る
い
は
一
間
に
、
一
泊
か
ら

長
期
と
期
間
を
問
わ
ず
宿
泊
可
能
な
も
の

で
し
た
。
療
養
中
の
主
人
公
は
、
夕
方
の

決
ま
っ
た
時
刻
に
海
に
つ
か
り
に
通
う
少

女
に
そ
っ
と
心
を
寄
せ
ま
す
。
子
規
は
八

月
に
保
養
院
を
出
ま
す
が
、
残
さ
れ
た
句

に
は
往
時
の
風
景
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

   

明
治
・
大
正
の
旅
行
案
内
を
見
る
と
、

保
養
院
の
ほ
か
に
、
海
月
館
、
松
の
家
、

福
の
家
、
原
田
旅
館
、
志
賀
熊
と
い
っ
た

旅
館
が
紹
介
さ
れ
、
須
磨
は
療
養
に
行
楽

に
と
幅
広
く
客
を
迎
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

明
治
四
十
三
年(
一
九
一
〇)

三
月
、
兵

庫
電
気
軌
道
（
山
陽
電
気
鉄
道
の
前
身
）

が
営
業
を
開
始
し
、
八
月
に
は
同
社
に

よ
っ
て
須
磨
浦
海
水
浴
場
が
開
設
さ
れ
、

以
後
、
一
帯
に
海
水
浴
場
が
増
え
て
い
き

ま
し
た
。
昭
和
十
二
年(

一
九
三
七)

の
観

光
案
内
書
に
は
境
濱
・
須
磨
・
天
神
濱
・

妙
法
寺
川
の
海
水
浴
場
が
確
認
で
き
、
須

磨
浦
の
に
ぎ
わ
い
が
伺
え
ま
す
。 

 

      

      

現
在
、
須
磨
を
訪
れ
る
と
海
水
浴
場
が

Ｊ
Ｒ
須
磨
駅
よ
り
東
に
広
が
り
、
そ
し
て

一
ノ
谷
よ
り
西
に
は
須
磨
浦
公
園
の
林
が

続
い
て
い
ま
す
。
静
か
な
林
は
か
つ
て
の

姿
を
偲
ば
せ
、
暑
さ
の
や
わ
ら
い
だ
夕
刻

に
歩
く
と
、
海
沿
い
の
風
景
と
潮
風
が
今

も
な
お
心
身
を
癒
し
て
く
れ
る
か
の
よ
う

で
す
。 

  

参
考
文
献
：『
山
陽
電
気
鉄
道
六
十
五
年
史
』、 

宮
崎
修
二
朗
『
ふ
る
さ
と
の
文
学
』
ほ
か 

『口上 潮御湯治所 
    津の国一ノ谷 西すまうら』 

   

 

涼
し
さ
や
松
の
葉
ご
し
の
帆
掛
け
船 

人
も
な
し
木
陰
の
椅
子
の
散
松
葉 

 

か

じ 

も
し
ほ
お
ん
と
う 

 

寛政6年(1794)とある引札。 
配布はそれ以降と推定される 

ひ
き
ふ
だ 

 

須
磨
の
海
水
浴 

し
お
と
う
じ 

 

て
ん
ち 

 

下：『神戸

及須磨舞子

明石案内』 

付図(大正

10年)に加

筆 

右上：絵葉書 

「須磨の海岸」 

（昭和13年頃 

以前） 

天神濱海水浴場 

妙法寺川海水浴場 

海水浴場 
境濱 

(

千
森
川) 

こ
う
し
ん 

て
つ
ど
う 

こ
の
ち 

 

で
か 

 

『山陽鐵道旅客案内』 
 巻之一 
 

      

 

ぢ
と
こ
ろ 

 

も
し
ほ
ゆ 

 


